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独
立
日
本
の
70
年

日
本
の
独
立
回
復
か
ら
ち
ょ
う
ど
70
年
。

安
全
保
障
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
防
衛
依
存
か
ら
具
体
的
協
力
の
伴
う
同
盟
の
深
化
へ
、

戦
後
処
理
は
賠
償
か
ら
経
済
協
力
へ
と
関
係
性
を
変
え
、

基
地
や
歴
史
認
識
の
問
題
は
残
る
も
の
の
、
日
本
は
地
域
秩
序
の
担
い
手
と
な
っ
た
。

い
ま
既
存
の
国
際
秩
序
が
揺
ら
ぐ
時
代
の
た
だ
中
で
、

私
た
ち
は
何
を
指
針
と
し
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
。

連
続
企
画

1951年 9月8日サンフランシスコ平和条約に署名す
る吉田茂首相。平和条約は半年後の 52 年 4月28
日に発効した（Mary Evans Picture Library ／アフロ）
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　一
第
二
次
大
戦
の
終
結
と
ア
ジ
ア

　

二
〇
世
紀
の
二
つ
の
大
戦
は
、
世
界
秩
序
の
あ
り
方
を
大
き
く
変

え
た
。
そ
れ
以
前
の
世
界
に
あ
っ
て
、
国
際
的
な
対
立
や
紛
争
は
最

終
的
に
は
力
の
行
使
に
よ
っ
て
決
着
さ
れ
る
の
が
な
ら
わ
し
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
二
つ
の
大
戦
は
、
力
の
行
使
の
コ
ス
ト
が
ど
れ
ほ
ど

苛
烈
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
戦
後
も
、
一
つ
の
世
界
政
府

に
よ
る
統
治
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
連
体
制
の
下
で
各

国
に
よ
る
力
の
行
使
に
制
限
が
加
え
ら
れ
た
。

　

一
方
的
な
力
の
行
使
に
よ
る
現
状
変
更
（
侵
略
戦
争
）
は
国
連
憲

章
違
反
と
な
り
、
そ
れ
を
冒
し
た
国
に
対
し
て
は
国
連
安
全
保
障
理

事
会
の
決
定
に
よ
り
国
連
と
し
て
制
止
、
処
罰
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
米
英
ソ
中
仏
の
五
ヵ
国
が
常
任
理
事
国
と
な
り
、「
世
界

の
警
察
官
」
と
比
喩
的
に
語
ら
れ
る
国
際
安
全
保
障
上
の
権
限
を
与

え
ら
れ
た
。
五
大
国
の
持
つ
拒
否
権
は
、
そ
の
国
々
の
特
権
的
立
場

の
証
左
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
国
間
の
戦
争
を
回
避
す
る
た
め
の
便

法
で
も
あ
っ
た
。
五
人
の
警
察
官
が
協
力
関
係
に
あ
る
限
り
、
国
連

体
制
下
の
平
和
は
維
持
さ
れ
え
た
が
、
冷
戦
期
の
よ
う
に
ナ
ン
バ
ー

１
と
ナ
ン
バ
ー
２
の
大
国
が
対
抗
関
係
に
入
れ
ば
、「
二
つ
の
秩
序
」

の
併
存
が
現
実
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

で
あ
れ
ば
、
二
つ
の
世
界
の
境
界
線
が
問
題
と
な
る
。
多
く
の
場

合
、
大
戦
下
の
軍
事
的
実
績
を
基
本
と
し
て
戦
後
の
境
界
が
定
義
さ

兵
庫
県
立
大
学
理
事
長

五
百
旗
頭
真

変
容
す
る
ア
ジ
ア
の

国
際
秩
序
と
日
本
外
交

い
お
き
べ　

ま
こ
と　
一
九
六
九
年
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
修
士
課
程
修
了
。
八
七
年
博
士
（
法
学
、
京
都
大
学
）。

神
戸
大
学
教
授
、
防
衛
大
学
校
長
、
熊
本
県
立
大
学
理
事
長

な
ど
を
経
て
現
職
。
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
二
一
世
紀
研
究
機
構

理
事
長
も
務
め
る
。
著
書
に
『
歴
史
と
し
て
の
戦
後
日
本
』『
日

本
の
近
代
６ 

戦
争
・
占
領
・
講
和
一
九
四
一
―
一
九
五
一
』
な
ど
。

（
上
）
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れ
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
意
味
で
、
日
本
帝
国
が
敗
戦
を
認
め
て
武

器
を
置
く
瞬
間
の
国
際
的
軍
事
地
図
が
、
戦
後
世
界
の
基
本
形
と
な

ろ
う
。

　

も
し
日
本
帝
国
が
陸
軍
の
主
導
し
た
本
土
決
戦
・
徹
底
抗
戦
を

続
け
、
米
国
軍
部
が
展
望
し
た
よ
う
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
作
戦

（
一
九
四
五
年
秋
に
南
九
州
上
陸
）、
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
（
一
九
四
六

年
春
に
関
東
平
野
上
陸
）
が
実
施
さ
れ
、
一
九
四
六
年
末
ま
で
日
本

本
土
で
の
戦
い
を
続
け
た
と
す
れ
ば
、
疑
い
も
な
く
米
ソ
の
軍
事
境

界
線
は
日
本
本
土
内
に
引
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。
北
日
本
と
日
本
海
側

の
雪
深
い
地
域
は
ソ
連
軍
の
占
領
下
に
、
太
平
洋
側
の
関
東
地
方
か

ら
南
西
日
本
は
米
軍
を
中
心
と
す
る
連
合
国
軍
の
支
配
下
に
入
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
逆
に
日
本
帝
国
が
一
九
四
五
年
七
月
に
米
英
中
三
国
に

よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
降
伏
勧
告
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
た
だ
ち
に
受

諾
し
て
い
れ
ば
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
早
期
降
伏
し
て
い
れ
ば
、

ソ
連
の
対
日
参
戦
は
な
か
っ
た
。
そ
の
場
合
、
満
州
と
台
湾
は
中
国

へ
返
還
さ
れ
、
朝
鮮
は
統
一
的
に
独
立
し
、
ソ
連
は
外
交
交
渉
に

よ
っ
て
南
樺
太
と
千
島
列
島
を
獲
得
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
。

　

事
実
は
、
日
本
の
降
伏
一
週
間
前
に
対
日
参
戦
し
た
ソ
連
軍
が
満

州
、
朝
鮮
、
南
樺
太
、
千
島
に
侵
攻
し
、
日
本
降
伏
後
も
支
配
地
域

拡
大
を
続
け
た
。
米
ソ
両
軍
の
境
界
線
は
朝
鮮
半
島
に
引
か
れ
た
。

　

日
本
政
府
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
降
伏
す
る
決
定
を
行
っ

た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
た
後
、
八
月
一
一
日
午
前
二
時
、
モ

ス
ク
ワ
で
は
ハ
リ
マ
ン
米
大
使
が
モ
ロ
ト
フ
外
相
を
訪
ね
て
、
日
本

本
土
の
管
理
権
限
を
め
ぐ
っ
て
の
折
衝
が
行
わ
れ
た
。
ソ
連
側
は
米

ソ
二
人
の
司
令
官
に
よ
る
統
治
を
求
め
た
。
ハ
リ
マ
ン
は
、「
米
国

は
日
本
と
四
年
間
戦
っ
て
き
た
が
、
ソ
連
は
参
戦
し
て
ま
だ
二
日
」

と
指
摘
し
、
米
ソ
同
等
の
二
元
統
治
は
あ
り
え
な
い
と
断
じ
た
。
会

談
後
の
電
話
で
、
ソ
連
政
府
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
最
高
司
令
官
に
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
（
拙
著
『
米
国
の
日
本
占
領
政
策 

下
』）。

　

八
月
一
六
日
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
、
釧
路

と
留
萌
を
結
ぶ
線
以
北
の
北
海
道
を
ソ
連
占
領
下
に
置
き
た
い
と

の
「
つ
つ
ま
し
や
か
な
提
案
」
と
称
す
る
要
求
を
行
っ
た
。
二
日
後
、

大
統
領
は
、
日
本
本
土
全
体
を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
に
置
く
意
向
を

改
め
て
伝
え
、「
す
で
に
そ
の
よ
う
に
取
り
は
か
ら
っ
た
」と
峻
拒
し
、

ス
タ
ー
リ
ン
の
怒
り
を
買
っ
た
（
同
上
）。
つ
ま
り
ト
ル
ー
マ
ン
政

権
は
日
本
列
島
の
分
割
占
領
を
拒
否
し
、
米
国
の
統
一
的
指
揮
権
の

下
で
の
連
合
国
の
参
加
協
力
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
日
本
本
土
は
米
国
の
主
導
権
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
ア

ジ
ア
全
体
で
見
れ
ば
、
米
ソ
両
大
国
が
差
配
す
る
二
つ
の
陣
営
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
お
き
た
い
。
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　二
　米
ソ
「
二
つ
の
秩
序
」
の
形
成

　

朝
鮮
半
島
で
は
大
戦
終
結
時
に
米
ソ
の
軍
事
境
界
線
が
三
八
度
戦

沿
い
に
引
か
れ
た
が
、一
九
四
八
年
に
は
そ
の
南
側
に
大
韓
民
国（
韓

国
）、北
側
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
が
成
立
し
た
。

　

そ
の
頃
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
は
国
共
内
戦
が
大
詰
め
を
迎
え
て

お
り
、
翌
四
九
年
一
〇
月
に
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
、
蔣
介
石

の
国
民
政
府
は
一
二
月
に
台
湾
へ
逃
れ
る
。

　

六
年
に
及
ぶ
第
二
次
大
戦
を
経
て
、
欧
州
と
ア
ジ
ア
の
ほ
と
ん
ど

が
戦
場
と
な
っ
て
荒
廃
し
た
の
に
対
し
、
米
国
の
み
が
国
土
の
惨
禍

を
免
れ
、
戦
勝
を
手
に
し
た
時
、
一
国
で
世
界
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
五
〇
％
を

占
め
る
ほ
ど
に
突
出
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ

リ
カ
ー
ナ
の
時
代
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
戦
勝
と
戦
後
秩
序
創
出
に

圧
倒
的
な
役
割
を
果
た
し
た
米
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
い
て
ソ
連

勢
力
の
拡
張
に
苦
慮
し
始
め
て
い
た
。
欧
州
で
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

も
と
よ
り
東
ド
イ
ツ
ま
で
ソ
連
共
産
圏
と
な
り
、
東
ア
ジ
ア
の
歴
史

的
中
心
地
で
あ
る
中
国
が
革
命
成
功
に
よ
っ
て
共
産
陣
営
に
加
わ
っ

た
。
共
産
陣
営
の
上
げ
潮
が
米
国
秩
序
を
揺
る
が
す
流
れ
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。

　

北
朝
鮮
は
ソ
連
に
支
援
を
仰
い
で
い
た
が
、
金
日
成
は
朝
鮮
半
島

の
武
力
統
一
を
欲
し
て
一
九
四
九
年
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
、
ス

タ
ー
リ
ン
説
得
に
全
力
を
傾
け
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
北
朝
鮮
へ
の
武

器
援
助
を
続
け
な
が
ら
も
、
米
国
の
力
量
を
大
戦
を
通
じ
て
十
分
に

理
解
し
て
お
り
、
北
朝
鮮
の
武
力
南
進
を
認
め
な
か
っ
た
。
五
〇
年

一
月
一
二
日
の
ア
チ
ソ
ン
国
務
長
官
の
ス
ピ
ー
チ
が
、
米
国
の
ア
ジ

ア
防
衛
線
を
日
本
な
ど
列
島
線
沿
い
で
あ
る
と
し
て
、
韓
国
を
含
め

な
か
っ
た
こ
と
に
安
堵
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
月
三
〇
日
に
ス

タ
ー
リ
ン
は
金
日
成
の
開
戦
意
向
に
初
め
て
理
解
を
示
す
に
至
る
。

（
Ａ
・
Ｖ
・
ト
ル
ク
ノ
フ
『
朝
鮮
戦
争
の
謎
と
真
実
』、
沈
志
華
『
最

後
の
「
天
朝
」』）

　

朝
鮮
戦
争
は
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
冷
戦
が
熱
戦
化
す
る
こ
と
を

示
し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
金
日
成
の
武
力
統
一
論
に
支
持
を
与
え
し

つ
つ
も
、
ソ
連
軍
自
体
は
参
戦
し
な
い
建
前
を
貫
こ
う
と
し
た
。
そ

れ
で
い
て
革
命
を
成
就
し
た
ば
か
り
の
中
国
に
参
戦
を
促
し
、
米
中

が
直
接
に
干か

ん
か戈

を
交
え
る
よ
う
仕
向
け
た
。
五
〇
年
二
月
に
中
ソ
友

好
同
盟
条
約
が
結
ば
れ
た
が
、
共
産
世
界
の
実
相
は
ソ
連
が
盟
主
で

あ
り
、
中
国
は
意
気
盛
ん
な
若
い
革
命
国
家
、
北
朝
鮮
は
中
ソ
双
方

か
ら
利
益
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
や
ん
ち
ゃ
な
周
辺
国
で
あ
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
東
側
陣
営
の
構
図
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

朝
鮮
戦
争
は
ま
た
、米
国
と
そ
の
陣
営
を
決
定
的
に
変
え
た
。
Ｊ
・

Ｆ
・
ケ
ナ
ン
流
の
緩
や
か
で
長
期
的
な
対
ソ
封
じ
込
め
戦
略
は
吹
き
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飛
ん
で
、
Ｐ
・
ニ
ッ

ツ
ェ
流
の
全
面
的
対

決
論
の
季
節
と
な

り
、
国
防
費
は
倍
増

し
た
。
と
は
い
え
、

ソ
連
も
一
九
四
九
年

に
核
保
有
国
と
な
っ

て
お
り
、
朝
鮮
戦
争

で
原
爆
行
使
を
口
に

し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

司
令
官
は
、
ト
ル
ー

マ
ン
大
統
領
に
よ
っ

て
罷
免
さ
れ
た
。
朝

鮮
戦
争
は
出
血
の
多

い
膠
着
状
態
に
陥
っ

た
。

　

枢
軸
国
対
連
合

国
の
戦
時
構
図
は
、

一
八
四
五
年
か
ら

四
七
年
に
か
け
て

徐
々
に
東
西
両
陣
営

対
決
構
図
へ
と
移
行
し
た
が
、
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
、　

冷
戦
構
造
は
見
ま
ご
う
こ
と
な
き
圧
倒
的
な
現
実
と
な
っ
た
。

　

米
国
の
冷
戦
戦
略
は
ケ
ナ
ン
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
が
、
そ
の
眼

目
は
、
米
国
が
自
由
民
主
主
義
と
市
場
経
済
の
活
力
を
維
持
し
つ

つ
、
堅
忍
不
抜
の
長
期
に
わ
た
る
対
ソ
封
じ
込
め
策
を
敢
行
し
て
、

ソ
連
社
会
の
内
部
変
化
に
よ
り
自
壊
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

際
に
ケ
ナ
ン
は
も
う
一
つ
の
条
件
を
添
え
た
。
世
界
に
西
欧
と
日

本
を
味
方
に
す
べ
く
、
両
者
の
復
興
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

（『
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｆ
・
ケ
ナ
ン
回
顧
録
』）。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て

は
、
一
九
四
七
年
に
欧
州
復
興
計
画
（
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
）
を

ス
タ
ー
ト
し
、
四
九
年
に
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
を
結

成
し
て
、
欧
州
に
お
け
る
対
ソ
態
勢
を
整
え
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
一
年
九
月
に
西
側
中
心
の
対

日
講
和
条
約
（「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
」、
い
わ
ゆ
る
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
和
条
約
）
を
結
ん
で
独
立
を
回
復
さ
せ
、
同
時
に
日
米
安

保
条
約
を
締
結
し
て
、
日
本
を
西
側
陣
営
に
所
属
す
る
対
米
基
軸
の

国
と
し
て
再
発
足
さ
せ
た
。

　

米
国
の
対
日
占
領
政
策
は
非
軍
事
化
と
民
主
化
を
二
大
目
標
と

し
、
そ
れ
は
初
期
改
革
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
新
憲
法
の
平
和
と
民

主
主
義
に
沿
っ
て
戦
後
日
本
は
歩
み
始
め
た
。占
領
後
期
に
は
、ド
ッ

ジ
・
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
自
由
主
義
市
場
経
済
に
な
じ
ん
だ
。
朝
鮮
戦
争

東西両陣営の同盟構図

米国
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（ハブ&スポークス）

1949.41951.9
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北朝鮮

中国

ソ連195５.５ワルシャワ
条約機構
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期
に
米
国
は
、
日
本
に
対
す
る
軍
備
禁
止
を
撤
回
し
、
講
和
交
渉
に

来
日
し
た
ダ
レ
ス
は
、む
し
ろ
日
本
に
急
速
な
再
軍
備
を
要
求
し
た
。

が
、
吉
田
茂
首
相
が
そ
れ
を
抑
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
後
日
本
は

軽
軍
備
の
経
済
国
家
と
し
て
復
興
す
る
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

一
九
五
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
朝
鮮

戦
争
を
終
結
さ
せ
る
と
と
も
に
、
過
大
な
軍
事
費
を
嫌
っ
て
核
抑
止

に
よ
る
比
較
的
安
価
な
安
全
保
障
を
求
め
た
。
ダ
レ
ス
国
務
長
官
の

「
大
量
報
復
戦
略
」
は
そ
の
一
表
現
で
あ
り
、
よ
り
堅
実
な
外
交
手

法
と
し
て
「
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
ス
」
と
称
さ
れ
る
同
盟
網

を
、
ア
ジ
ア
の
共
産
主
義
戦
力
に
対
し
て
太
平
洋
に
形
成
し
た
。
冷

戦
戦
略
の
制
度
化
で
あ
り
、
二
つ
の
世
界
の
西
側
秩
序
を
可
視
化
す

る
も
の
で
あ
っ
た
（
図
参
照
）。
今
で
は
想
像
し
が
た
い
が
、
対
日

講
和
条
約
と
同
時
期
に
結
ば
れ
た
米
比
条
約
と
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｕ
Ｓ
は
、
反

共
同
盟
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
再
侵
略
を
恐
れ
る
国
々
に
対

し
て
、
米
国
が
安
全
を
保
障
す
る
条
約
で
あ
っ
た
。

　

朝
鮮
半
島
と
台
湾
海
峡
の
分
断
線
が
今
も
健
在
で
あ
る
こ
と
を
知

る
読
者
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
形
成
さ
れ
た
二
つ
の
秩
序
が
さ
し
て

変
わ
る
こ
と
な
く
今
に
持
続
し
た
と
誤
解
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

こ
で
、
い
く
つ
も
の
小
さ
く
な
い
変
更
を
経
て
、
担
い
手
と
文
脈
を

変
容
さ
せ
な
が
ら
継
続
し
た
構
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。

　三
　七
〇
年
代
の
国
際
秩
序
激
変
と
日
本
外
交

　

一
九
六
〇
年
代
は
、
続
く
七
〇
年
代
の
国
際
秩
序
激
変
の
準
備
の

時
代
と
い
え
た
。
ま
ず
第
一
に
、
日
本
の
「
奇
跡
の
高
度
成
長
」
で

あ
る
。
米
国
が
援
助
し
た
西
欧
は
め
ざ
ま
し
く
復
興
し
た
が
、
そ
の

諸
国
を
六
〇
年
代
の
日
本
は
追
い
つ
き
、
追
い
越
し
た
。
六
〇
年
代

前
半
に
は
、
日
本
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
西
側
先

進
諸
国
に
よ
る
国
際
経
済
組
織
の
フ
ル
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
後
半
に

は
西
欧
諸
国
を
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
上
回
り
、
米
国
に
次
ぐ
西
側
陣
営
第
二
の

経
済
国
家
に
急
成
長
し
た
。

　

日
欧
の
経
済
成
長
に
よ
り
、
米
国
経
済
の
圧
倒
的
立
場
は
相
対
化

さ
れ
た
。
加
え
て
六
〇
年
代
後
半
の
米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
の
め

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
衰
退
を
招
い
た
。
謙
虚
で
引
っ
込
み
思
案
の

日
本
人
に
対
し
、
米
国
人
は
自
信
に
満
ち
た
積
極
的
行
動
主
義
の
傾

向
が
強
い
。
米
国
は
充
実
の
時
に
全
能
の
幻
想
に
陥
り
、
や
ら
ず
も

が
な
の
戦
争
に
突
き
進
む
傾
向
が
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
後
の
イ

ラ
ク
戦
争
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
多
面
的
に
深
く
傷
つ
い
た
米
国
に
と
っ
て
、
経

済
社
会
面
で
の
回
復
は
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
時
代
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
だ
が
外
交
的
に
は
い
ち
早
く
、
ニ
ク
ソ
ン
・
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
の
コ
ン
ビ
が
果
敢
に
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
米
中
接
近
が
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そ
の
中
心
的
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
の
ダ
マ
ン
ス
キ
ー

島
軍
事
衝
突
な
ど
に
示
さ
れ
る
中
ソ
対
立
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
に
着

目
し
、
中
国
を
ソ
連
か
ら
引
き
は
が
し
て
、
米
中
ソ
三
角
ゲ
ー
ム
を

有
利
に
す
る
転
換
を
敢
行
し
、
中
ソ
同
盟
を
空
文
化
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
他
方
で
北
京
を
一
つ
の
中
国
の
代
表
者
と
認
め
、
台
湾
と

の
国
家
関
係
を
切
る
代
償
を
払
っ
た
が
、
七
二
年
の
上
海
に
お
け
る

米
中
了
解
に
お
い
て
、
中
国
が
台
湾
を
統
一
す
る
に
際
し
て
は
、
平

和
的
に
行
う
と
の
条
件
を
認
め
さ
せ
た
。
日
米
安
保
条
約
に
つ
い
て

は
、
日
本
軍
国
主
義
へ
の
「
瓶
の
ふ
た
」
論
を
援
用
し
て
中
国
に
認

め
さ
せ
た
。
同
盟
国
へ
の
相
談
な
き
「
頭
越
し
接
近
」
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
日
本
に
は
衝
撃
を
受
け
た
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
結
果

的
に
は
、
米
中
接
近
は
日
本
に
と
っ
て
国
際
環
境
の
緩
和
で
あ
り
、

田
中
角
栄
内
閣
の
手
で
、
日
本
は
い
ち
早
く
一
九
七
二
年
に
中
国
と

の
国
交
正
常
化
を
遂
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
西
の
分
断
線
は
依
然

朝
鮮
半
島
に
あ
る
が
、
中
台
間
の
分
断
線
は
点
線
に
変
わ
り
、
現
実

的
な
実
線
は
中
ソ
間
へ
と
移
行
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
手
荒
い
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
政
治
外
交
で
あ
っ
た
。

七
一
年
八
月
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
（
ド
ル
と
金
の
兌
換
一
時
停
止
）
に

せ
よ
、
沖
縄
返
還
に
際
し
て
繊
維
の
対
米
輸
出
を
自
粛
す
る
要
求
に

せ
よ
、
よ
く
言
え
ば
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
」、
悪
く
言
え
ば
品
位
を
欠

く
粗
暴
な
立
ち
回
り
で
あ
っ
た
。
戦
争
で
奪
っ
た
領
土
を
平
和
の
う

ち
に
返
す
沖
縄
返
還
は
歴
史
的
偉
業
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
泥
ま
み
れ

に
す
る
趣
が
あ
っ
た
。

　

七
三
年
に
は
石
油
危
機
、
七
四
年
に
は
バ
ン
コ
ク
と
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
反
日
暴
動
が
連
続
し
、
大
型
の
危
機
や
衝
撃
が
相
次
い
だ
七
〇
年

代
前
半
で
あ
っ
た
。
七
五
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
敗
れ
た
米
国
が

サ
イ
ゴ
ン
か
ら
撤
収
し
た
。

　

米
国
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
後
退
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
秩
序
の
動
揺
と
不

安
定
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か—

—

む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
衝
撃

や
不
安
は
、
日
本
外
交
を
呼
び
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
佐
藤
栄
作
内

閣
以
後
を
担
っ
た
七
〇
年
代
の
「
三
角
大
福
」
と
呼
ば
れ
た
首
相
た

ち
は
、
い
ず
れ
も
個
性
的
で
優
秀
な
政
治
家
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け

福
田
赳
夫
と
大
平
正
芳
は
石
油
危
機
か
ら
日
本
経
済
を
立
て
直
し
た

後
、
外
交
面
で
斬
新
な
試
み
に
着
手
す
る
。
福
田
首
相
は
日
中
平
和

友
好
条
約
を
ま
と
め
た
だ
け
で
な
く
、
マ
ニ
ラ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳

会
議
に
お
い
て
、「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ピ
ー
チ
を

行
い
、
ア
ジ
ア
諸
国
民
と
の
「
心
と
心
の
触
れ
合
う
信
頼
関
係
」
構

築
を
語
り
、
ア
ジ
ア
の
友
人
と
し
て
支
援
と
協
力
を
約
し
た
。
そ
の

後
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
倍
々
で
増
加
し
、
反
日
暴
動
の
ア
ジ
ア
は
、

日
本
と
と
も
に
歩
む
ア
ジ
ア
に
転
じ
た
。

　

大
平
首
相
は
求
道
的
な
読
書
家
で
あ
り
、
哲
人
政
治
家
の
趣
が

あ
っ
た
。
九
つ
の
ブ
レ
ー
ン
研
究
会
を
つ
く
っ
て
多
く
の
優
れ
た
識
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者
を
集
め
た
が
、
外
交
面
で
は
大
来
佐
武
郎
を
座
長
と
す
る
「
環
太

平
洋
連
帯
」
の
研
究
会
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
ジ
ア—

太

平
洋
の
相
互
依
存
関
係
に
か
た
ち
を
与
え
る
試
み
で
あ
り
、
米
中
と

い
っ
た
大
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
は
な
く
、
日
豪
の
連
携
に
よ
っ

て
起
動
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
推
進
を
委
ね
る
、
そ
の
後
の
太
平

洋
経
済
会
議
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

に
至
る
太
平
洋
連
携
の
あ
り
方
に
道
を
拓
く
も
の
で
あ
っ
た
。
福
田

や
大
平
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
戦
後
日
本
外
交
の
中
で
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
の
新
た
な
秩
序
を
目
指
す
斬
新
な
機
軸
を
打
ち
出
し
た
点
で

注
目
に
値
す
る
。

　

八
〇
年
代
を
リ
ー
ド
し
た
中
曽
根
康
弘
首
相
も
、
外
交
戦
略
を
好

ん
だ
。
隣
国
韓
国
を
電
撃
訪
問
し
て
日
韓
関
係
の
ト
ゲ
を
抜
い
た
う

え
訪
米
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
信
認
を
得
た
。
ロ
ン
ヤ
ス
関
係

な
る
米
国
大
統
領
と
の
格
別
に
緊
密
な
関
係
は
、
中
国
は
じ
め
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
よ
き
関
係
を
築
く
う
え
で
貴
重
な
資
産
と
な
っ
た
。
ア

ジ
ア
を
も
っ
て
米
国
を
開
き
、
米
国
を
も
っ
て
ア
ジ
ア
を
耕
す
と
い

う
相
互
活
用
は
、
岸
信
介
や
佐
藤
栄
作
も
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

が
、
中
曽
根
は
と
り
わ
け
意
識
的
、
戦
略
的
に
推
進
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
中
曽
根
首
相
は
欧
州
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
問
題
に

介
入
し
、
欧
州
で
の
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
（
全
廃
）
に
あ
た
り
、
ア

ジ
ア
に
移
さ
ず
世
界
的
に
ゼ
ロ
と
す
る
対
処
に
成
功
し
た
。
ア
ジ
ア

太
平
洋
の
安
定
へ
の
寄
与
で
あ
ろ
う
。

　

吉
田
茂
、
小
泉
純
一
郎
、
安
倍
晋
三
を
加
え
て
、
戦
後
に
長
期
政

権
を
享
受
し
た
首
相
は
、
す
べ
て
米
国
大
統
領
と
特
別
な
親
交
を
築

い
た
面
々
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
米
国
と
ア
ジ
ア
を
つ
な
ぐ
役
割
に
積

極
的
で
あ
っ
た
佐
藤
、
中
曽
根
、
安
倍
ら
の
政
権
は
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
の
平
和
（
秩
序
）
を
進
ん
で
分
担
す
る
意
欲
を
示
し
た
。
米
国
に

よ
る
秩
序
が
万
能
で
な
い
中
、
日
本
政
府
が
補
完
的
役
割
を
強
化
す

る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
●
（
以
下
次
号
）
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